
 

 

 

 

 

 

 
になりました。朝晩はだいぶ冷えるようになりましたが、いかがお過ごしでしょうか。 

読書の秋、スポーツの秋、芸術の秋、実りの秋……秋と結びつく言葉はたくさんありますね。

今回は、秋の出水高校生の頑張りを紹介します！ 

  
 

 

部活動では３年生が引退し、１・２年生主体の新チームが発

足、秋の地区大会そして県新人大会に臨みました。結果、水泳

部と陸上部が、県予選を突破し、九州大会出場を果たしました。 

 ◎ 令和５年度全九州高等学校選手権新人水泳競技大会 

（９月 30日～、福岡県） 

    1-3 石田柚羽さん（女子 100m平泳ぎ、女子 200m平泳ぎ） 

 ◎ 令和５年度全九州高等学校新人陸上競技大会 

（10月６日～、熊本県） 

1-3 松元美春さん（女子円盤投、女子ハンマー投） 

1-1 原村真彩也さん（男子砲丸投、男子ハンマー投） 

2-3 増本大幹さん（男子ハンマー投） 

2-1 尾上晴彦さん（男子円盤投） 

また、1-1の松本彩稔さんが、

第 47回鹿児島県高等学校音楽コ

ンクールのピアノ部門で金賞

（最優秀賞）を受賞。11月 26日

に福岡県で開催される第 47回全

九州高等学校音楽コンクールに

出場します！  県代表として頑
張ってきてくださいね。 

 
 
 
「Izuリオバトル」とは、書評合戦ビ

ブリオバトルの出水高校版。まずはグ

ループでおススメの本を紹介し合いま

す。そして「どの本が読みたくなった

か」を基準に投票、チャンプ本を決めま

す。その後、全体発表を行い、クラスの

チャンプ本を１冊決定します。どのク

ラスも、級友とさまざまな本の魅力を

共有し、読書への興味関心を高めたよ

うです 

ちなみに、10月 27日からの２週間は

秋の読書週間。今年の標語は「私のペー

スでしおりは進む」です。深まる秋、是非、気になった本を手

にとって、読書の素晴らしさに触れてみてくださいね。 

各クラスのチャンプ本 

1-1、2-2 『変な家』 雨穴／著 

1-2 『５秒後に意外な結末 アポロンの黄色い太陽』 桃戸ハル／編 

1-3 『ケーキの切れない非行少年たち』 宮口 幸治／著 

  『ライオンのおやつ』 小川 糸／著 

2-1 『夏と花火と私の死体』 乙一／著 

2-3 『遅刻する食パン少女』 田丸 雅智／著 

3-1 『いいかげんに、生きる』 心屋 仁之助／著 

3-2 『教養悪口本』 堀元 見／著 

3-3 『ぼくは明日、昨日のきみとデートする』 七月 隆文／著 

 

秋と言えば……出水高校には秋野先生がいます！本校の卒

業生でもあります。ということで、ちょっと話を聞いてみまし

た。 

――母校である出水高校に勤務してどうで

すか？ 

やりがいを感じている反面，３クラスに

減ってしまった責任も感じています。 

今まで以上に出水高校の良さをアピール

していきたいです。 

――なぜ数学の先生になったのですか？ 

高校入学当初は国語の教員を目指してい

ましたが，１～３年まで担任が数学の先生だったので，影響を

受けた結果です。 

――授業ではタブレットを活用していますね。 

コロナをきっかけにタブ

レットの良さを研究中です。

効果的な使い方を生徒に教

えてもらう事も多く，お互い

に切磋琢磨できるのがタブ

レットの良さなのかもしれ

ません。 

――二学年主任、ＩＣＴや広報の係の仕事、女子バスケ部の指

導と、とても忙しそうです。休日はどのように過ごしている

のですか？ 

長男のソフトボール観戦と，２人の娘と遊ぶことを目標にし

ていますが，子どもたちからは寝てばかりだと言われ不本意な

休日を過ごしています。 

――「出水高校だより」の読者の皆さんにメッセージをお願い

します。 
25年前に通っていた学校を改めて見つめ直すと，当時から変

わらない良さと，変わっていかねばならない部分を感じながら

務めています。地域における出水高校の役割について意識しな

がら頑張りたいと思います。出水高校生は皆優しく，いろんな

目標を持ちながら切磋琢磨し成長できる生徒たちです。まだま

だ各感染症に影響を受けていますが，充実した高校生活となる

ことを願っています！ 

 

 

 

 

秋野先生も言っていた「出水高

校の良さをアピール」する手段の

一つとして出水高校 Instagram

があります。今回そのチラシを作

成しました。出水高校生の日々の

活動や行事などを投稿します。是

非フォローして、生徒の学校生活

をご覧くださいね！ 
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